
学習指導案
科 目 理科総合Ａ 使用教科書 理科総合Ａ

指導クラス 単 元 「鉱物からつくられる物質」
単元の目標 金属の材料としての特性を理解し、製錬法や合金の利用について理

解する。また、陶磁器やガラス、セメントの製造法や用途、焼き方な
どについて理解する。

時間配当 ３時間 本時の位置 ３時間のうち３時間目
本時の主題 金属（単体および合金）の性質を実験を通して理解する。

・実験や作業に積極的に参加する ［関心・意欲・態度］。
， ， 。［ ］本時の目標 ・銅 亜鉛 真鍮という金属の単体と合金の性質を知る 知識・理解

○金属は混合したり，加熱したりすることで性質の違ったものになる
ことを理解する ［知識・理解］。

事前指導 ・主な金属単体の性質を調べさせておく。
・主な合金について，その組成と性質を調べさせておく。

本時の展開
指導上の留意事項過 学習項目 教師の 学習活動 評価の観点等

程 働きかけ
導 金 属 に つ 金属とは何 金属について 前時の復習がで １，２名の生
入 いて であるか。 の復習。 きているか。 徒に指名して答
・ えさせる。
５ 今日の実験 単体と合金の 金属の単体・合
分 の説明。 違いがわかる。 金について理解で

きているか。
針金や蒸発 実験書に従っ 実験書に従って 水酸化ナトリ

皿は高温なの て，順次実験操 実験できているか ウムのあつかい。
で，それによ 作 を 行 っ て い に注意する。
る火傷にも注 く。

展 金属につ 意を呼びかけ
いて る。 班 員 が 協 力 協力，分担して

し，また，作業 実験できているか 火傷の注意。
開 ・単体 机間巡視等 を分担して実験

で，生徒たち する。
・ ・メッキ の実験操作を

確認し，問題 気の付いたこ 記録がきちっと 鉛、スズ、ハ
・合金 点がある場合 と，観察結果等 できているか。 ンダの融け方の40

は 注 意 を 促 を記録する。 違いに注意させ
す。 る。

分 実験終了時の 後片付けが分担
。後片付けを，分 してできているか

担して行う。
整 本 時 の ま 実験の結果 実験結果の確 実験結果がうま １，２名の生
理 とめ についてのま 認 く記録されている 徒に確認する。
・ とめ。 か。
５
分

実験書 ８．金属を加工してみよう 指導書 


